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１．横浜銀行本店ビルにおけるエネルギー削減効果 

 空調関連エネルギーコストの年間削減割合は約22％（全体の14％） 

 削減施策としては、大型ビルにおける一般的な対策を実施 

主な削減施策： 

• 室温設定の最適化 

• 外気導入量最適化 

• 運用スケジュールの見直し 

空調
関連 空調

関連 

横浜銀行本店における運用改善エネルギー削減効果 

22％削減 

2016年 2017年 

空調の約22％ 

（全体の約14％） 

のエネルギーコスト削減 

空調
以外 

空調
以外 
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２．大規模ビルエネルギー運用における課題 

 エネルギー設備の運用は竣工時策定の運用計画書に基づき実施されている為、ビルの
稼働状況や気象変動等の変化に応じて柔軟な対応が実施されていない状況 

Plan Do Check Action 

データ統合/分析 

現状エネルギー運用（例） 

運用計画書 

（竣工時策定） 

設定変更 

季節の変わり目

など 

年2～3回 

運用計画書 

竣工時策定時の

エネルギー運用

基準を設定 

中央監視盤 

（BEMS） 

手書きデータ

を電子化 

 

エネルギー使用実績

の前年度対比 

エネルギー運用に関する 

課題と施策が不明確 

施設管理者： 
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３．運用改善アプローチ ～サマリー 

 ビル運用に必要な空調熱需要に対して最適な機器の運用が出来ているかどうか、データ
分析を行い、必要な対策を検討 

 ボトムアップではなくトップダウンアプローチにて改善を実施 

 

運用改善アプローチ ステップ 

データ分析 運用計画策定 
改善効果 
検証・運用 

見直し 

① ② ③ 
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３．運用改善アプローチ ～①データ分析（時期の特定） 

エネルギー使用傾向： 

必要な熱需要に対してエネルギー使用量が多く
なっている時期を特定 

 データ分析においては、まず建物の熱需要に対して最適なエネルギー設備の使用状況に
なっているかの傾向を分析 

 

2016年冷水使用量とCDDとの比較（平日） 
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３．運用改善アプローチ ～①データ分析（場所の特定） 

 運用改善可能な時期における全エリアの室温データを分析し、運用基準温度に対して解
離度が大きく、かつ室温安定性が低いエリアや時間帯を特定 

 
運用改善可能エリア特定（中間期） 

AC-B3-4 AC-B3-5 AC-B3-6 AC-B3-7 AC-B3-8 AC-1-1 AC-1-2 

運用基準温度 

運用基準温度 

運用改善エリア・時間帯特定： 

空調運用基準温度に対して室温が低く、かつ不
安定になっているエリアや時間帯を特定 
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３．運用改善アプローチ ～②運用計画策定 

 運用改善可能な時期およびエリアを特定後、各エリアのエネルギー使用傾向および快適性の
要求に合わせ、週別の運用計画を策定し、オペレーターへ作業依頼 

各エリアごとの運用計画 



© 2018 ABeam Consulting Ltd.                          Confidential 8 

３．運用改善アプローチ ～③改善効果検証・運用見直し 

 各エネルギー別に日次にて予実分析を行い、削減効果を検証 

 改善出来ていないエネルギーやエリア・時間帯を特定し、運用見直しを実施 

9/17(日) 9/22(金) 9/21(木) 9/20(水) 9/18(月) 9/19(火) 9/23(土) 

ベースラインとの比較による日次での予実分析 

運用見直しエリア・時間帯の特定 
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電力 冷水 蒸気 

課題とRPAを活用した対策 

４．運用改善における今後の課題 

 夏場においては、オペーレータにおけるテナントからのクレームの対応や設定変更など業務
負荷が高くなるため人為的なミスによる削減効果の伸び悩みが発生 

 オペレータの業務負荷軽減のためRPA導入による空調設定の自動制御を開発中 

2017年度エネルギーコスト削減実績 

RPAによる 

自動制御 

設定  

戻し忘れ 
判断ミス 

オペレータに 

よる運用 

膨大な 

設定量 
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Plan Do Check Action 

運用指示書 

中央監視盤 

（BEMS） 

ロボによる 

自動運用 

CSV 

データ統合/分析 

レポートをもとに運用

見直し 

改善効果検証 

+ 

外的要因 

RPAを活用した提供フロー 

１次側 

データ収集 

データ入力 

２次側 

熱源 

温度 

補機 

外気量 

弊社知見による 

運用最適化ロジック 

５．RPAを活用した運用改善の高度化  

施設管理者： RPA： 

 RPAを活用する事により、人手によらず最適な空調運用が可能となり、エネルギー削減の
最大化・快適性の向上およびビル管理会社担当者の業務効率化（工数削減）を実現 

 

 

エネルギー・空調

運用データ 

アビーム： 
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５．RPAを活用した運用の高度化 ～デモ動画 

動画別途投影 




